
キャラクター名 プレイヤー名

ポジション 享年

メインクラス 暗示

サブクラス 寵愛点

初期配置
記憶のカケラ 内容

最大行動値

能力値 クラス 修正 合計

武装

変異

改造

未練
対象 種類 狂気点 発狂時ペナルティ

①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤

マニューバ
タイプ 損傷 名前 使用 タイミング コスト 射程 効果

祐悟

ホリック

サイケデリック

ゴシック

不明

人形

70

煉獄

11
死人使い

最終戦争

幻の風景

遭難の思い出

死後の世界

願いごと

動く死体

大切な人が死んだ。いいえ。きっと眠っているだけ。目を覚まさなくちゃ。きっと目を覚まさせてあげる。そのために、死んでもあなたは目覚めたのだから。でもあの人はどこで眠っているのだろう。

どういう立場にいたのだろう？あなたは人類の最後について傍観者的な知識と記憶がある。どれほどの愚行と惨劇が起きたのか、おぼろげながらではあるが・・・あなたは記憶しているのだ。

貴方が視た光景、聞いた音、感じた刺激。そのどれもが幻であった。 だが、それらは果たして紛い物や作り物なのだろうか？ 自分の記憶の奥底に、それらの経験が刻まれていて表層に出たのではないだろうか?

キミ達はどこかで遭難したことがある。そこには確かに笑顔があり、信頼し合っていたことがうかがえる。 でもそれはいつの話なのだろう？

あなたは死んだ。それは間違いなく。その時、この世界ではない、何か違う世界を見た・・・そして無理やり何かに引っ張られた。本当は、人は死ねばあの世界に行くはずだったんじゃ・・・。

叶わなかった願いごと。叶わないままでいいの？あなたはそれを思うごとに心の奥がずきずきと痛む。いいわけがない、いいわけがない、けれど。その願いごとを思い出すことができないのだ。

あなたは誰かの死を悼む。目の前で死んでしまったあの人。誰かは思い出せないあの人。けれど、ああ、あの人の死体が起き上がる。動き出す。生き返ったのかと思ったあなたを。その人の爪と歯が襲った。

0 0 0

1 2 3

2 0 2

たからもの（綺麗な漆黒の目）
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パーツとして所持。破壊で狂気点+1

パーツとして所持。破壊で狂気点+1
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闇の力（エレクトリッガー）

闇の触手（にくへび）
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たからもの（綺麗な漆黒の目）
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任意の未練に狂気点1点加える。支援3。

『完全解体』状態でも使用可。対象はパーツを2つ選ぶ。そのパーツは破損する（レギオンは2体減少）。

『完全解体』状態でも使用可。防御1。１ターンに何度でも使用可。ただし一回の攻撃に対しては一度しか使用できない。

あなたが射程0の対象に肉弾攻撃を成功させた際、対象の残りパーツ総数が［攻撃判定値-5］以下だったなら、対象は全てのパーツが損傷する（ただしレギオンには無効）。

肉弾攻撃マニューバの攻撃判定において、出目+1してもよい。

2

1

肉弾攻撃１

対象の兄弟１体とお互いに対話判定を行ってよい。

最大行動値+1

肉弾攻撃１

支援１

移動１

肉弾攻撃1+転倒。

肉弾攻撃2+連撃2。攻撃判定において（連撃で発生した判定も含めた中で）1回だけサイコロを振りなおしてもよい。

最大行動値+1

次カウントで使うマニューバ１つのコスト-1

自身を対象とした攻撃判定にのみ使用可。妨害1、1ターンに何度使用してもよい。ただし、1回の判定に対し1回のみ。

対話判定において、判定出目+1してもよい。

破壊で狂気点+1

破壊で狂気点+1

移動１

移動１

妨害１
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